
乳検データを活用して乳房炎を予防しよう！ 

１ 健康指数 

 乳検の検定成績表「健康指数」は乳房炎の要因分析にも活用できます。月ごとのデータを見比べて乳房

炎が増加しやすい時期を把握し、農場の課題を整理しましょう。以下の表はあくまで一例ですが、季節ごと

の注意点を紹介します。 

 表 乳房炎の発生時期と注意点 

乳房炎の発生時期 注意点 

３～５月 寒暖差の大きい季節です。朝晩と日中の換気調整が重要です。 

４～６月 放牧開始時期です。放牧馴致や牛道のぬかるみ対策、MUNの調整 などを確認しましょ

う。 

８～10月 夏の暑熱ストレスをため込み、牛にも疲れが出始める時期です。乾乳期に暑熱ストレ

スを受けた場合も乳房炎に罹りやすくなります。とくに大腸菌性乳房炎が発生しやす

い時期です。 

分娩が多い時期 乾乳期を過密な状態で過ごすと、分娩後に乳房炎を発症することがあります。 

 

２ 搾乳日数別成績 

 「搾乳日数別成績」の体細胞スコアの分布に常に偏りがある場合、以下の要因が挙げられます。 

（１） 泌乳初期の体細胞スコアが高い場合 

① 乳房炎の再発（乾乳期治療がうまくいっていない） 

② 乾乳期の環境衛生（とくに乾乳直後と分娩前は乳頭口が開きやすいので衛生管理が重要） 

③ バケットミルカーの管理（分娩直後は免疫力が低下しやすいため、バケットミルカーの洗浄やライナ

ー交換を適宜行うことが重要） 

（２） 泌乳後期の体細胞スコアが高い場合 

過搾乳の可能性があります。乳頭口が傷んでいないか目視で確認するとともに、以下の内容を確認

しましょう。 

① ミルカーの装着と離脱のタイミングが牛の泌乳生理に合っていない 

② 真空圧が高すぎる 

③ 真空圧が低すぎる（ライナースリップが起きやすい、牛がミルカーを蹴り落とすなど） 

④ 過度な後搾り（とくにマシンストリッピングを日常的に行っている） 

 

安全第一 ・ こまめな休憩と水分補給を忘れずに！ 
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